
「鉄系高温超伝導の物理」

Ba l-xKxFe2As2のNMR研究
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鉄ニクタイド超伝導体Ba1-xKxFe2As2はx= 0.2から x= 1までの広い範囲で超伝導を示す
[1]。超伝導転移温度れの高いx= 0.4付近で、は超伝導対称性はフルギ、ヤツプ[2]、終端のx=lで

はラインノード [3]を持つことが示唆されており、これが本質的な対称性の変化に対応するのかと

いうことについて関心が持たれている。

今回我々はこの系において超伝導対称性がどのように変化しているのかを調べるためにx= 0.69 

の単結品試料を用いて 75As-NMR測定を行った。図 1はB句.31KO.69Fe2As2のスピン格子緩和率

1/T1の印加磁場(共鳴周波数)毎の温度依存である。 Tc直下でコヒーレンスピークは見られない。

低磁場(2.4T)では低温で 1/T1はT2に近い温度依存を示すのに対し、高磁場 (7.8T)では 1/T1

はほぼTに比例する。これはノードを持っているため磁場の増大により状態密度が増大したため

と考えられる。

当日は他のzとの比較も含め磁気的ゆらぎ

と超伝導の関係、超伝導対称性についてより

詳細な報告をする予定である。
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図1:Bao.31Ko.69Fe2As2のスピン格子緩和率1/T1
の印加磁場毎の温度依存
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